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仮説

再発乳癌において

従来の方法 （画像診断でＰＤを確認後治療を変
更）と比べ

従来の方法に ﾏｰｶｰの上昇のみでも治療

を変更する事を 加える事で

３ＰＳ（ＱＯＬやＯＳ）は改善する

対象

• ＥＲ陽性 ＨＥＲ２陰性 再発乳癌

比較的進行が緩徐で長期ＯＳが期待できる
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デザイン

ＥＲ陽性
ＨＥＲ２陰性
再発乳癌

Primary End Point         QOL
Secondary   End Point         OS

画像でＰＤを確認 または
マーカーの５０％以上の上昇
で治療の変更

画像でＰＤを確認し治療の変更

月１回 採血 身体所見
マーカーの上昇や症状の出現で画像検査


